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登録リスト（該当：36件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: デジタルアーカイブ]	デジタルアーカイブ	デジタルアーカイブを知っている人が少ないので、実物を記録・保存するより良いところは何か。多くの人に利用してもらうためにできることはあるか考えました。
デジタルアーカイブは、公文書・書籍・芸術作品などをデジタル化して保存、公開します。今回は、①国立公文書館デジタルアーカイブ ②Col Base ③NHKアーカイブス を閲覧しました。

①国立公文書館
・言語は日本語、英語。中国語や韓国語も加えて欲しい。サイトの文字全体も大きくできる。
・TOPページには、ジャンルが６つ挙げられていて、選びやすい。検索もできる。
・ジャンルを一つ選ぶと、該当する資料が並ぶ。資料名と読み仮名、資料の画像も表示されるので、見やすい。表示方法を変えると、資料の説明も加わる。選んだ資料を拡大しても、細かい文字が鮮明に見える。(上	2024-01-22
	2	[image: 西塩田時報　面白いと感じた記事１]	西塩田時報　面白いと感じた記事１	情報通信文化論　西塩田時報切り抜き１
この一つ目の記事では終戦後一年目を迎えた日本の状況やその時代の青年に求められたことが読み取れる良い記事だと思いました。終戦後一年経った日本は依然として食糧問題が発生しており、農村に住んでいる青年の仕事ぶりが大事であるといったことや、「ポツダム宣言以来、日本の人々が好む好まずを関係なしに、民主主義的生活様式を採用せざるを得なかった」という文章から戦後に変わっていく日本が過去に自身が歴史の授業で学んだ通りに西塩田時報に描写されているのが個人的に面白く感じました。　西塩田時報vol.２　3ページ左下現代青年の任務より	2023-12-11
	3	[image: ソリレス]	ソリレス	たまにしか来れない上田ですが、せっかくなので美味しいお店を探します。東御のヴィラデストさんが貸切で予約できないとなり新たにお店を探したところ、ありました！　眺めのよい素敵なレストラン。
とても急な坂道を上がってたどりついた先は上田市を見渡せるテーブル３～４席のオープンキッチンです。
もとヴィラデストさんで活躍されていたシェフのお店だそうで、シェフお一人とマダムとで、さりげなくも心地よい接客で、居心地よかったです。お料理も素材にこだわり、本格的で洗練されていて、大満足。是非また来たいお店でした。
ワインも充実したお店のようですが、あまり飲まない派なので、エルダーフラワーのスパークリングに。
写真は、前菜２品目のモンサンミッシェルのムール貝、白ワインとソースで美味しかったです。こ	2023-09-01
	4	[image: elaboration探求まとめ]	elaboration探求まとめ	上田城と地元の松本城を比較し、松本城が地元の人から愛され誇られているのかを探求した。
前提として、天守閣の有無は割愛させてもらいこの探求テーマを考えた。
上田城と松本城の魅力の比較について主に２つ挙げる。
一つはイベントの豊富さである。
まず、松本城は春夏秋冬でイベントが設けられている。2022年に松本城で行われたイベントを調べていくと
春のイベントは「夜桜会」、「桜並木　光の回廊」をはじめとする5つ。
夏のイベントは「太鼓祭り」、「和服来場者入場無料事業」などの計３つ。
秋では「そば祭り」と「お城祭り」の２つ。
冬は、「冬囲い」、「氷彫フェスティバル」をはじめとする６つ。
四季折々のイベントが合計で16件も催されている。
県外の人だけでなく、地元の我々も訪れる機会が多くそのため、自信をも	2023-01-12
	5	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	6	[image: 青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】]	青年の聲　【『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁】	これは当時の太平洋戦争が終わりポツダム宣言を受諾した日本の意見が良く分かる記事です。おそらくこの記事のようにポツダム宣言に賛成した派と否定派で激しく争ったように感じ取れます。そのような昔の雰囲気を感じ取れる記事として面白く思えました。


▼この記事は以下から参照できます。
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁


https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-21
	7	[image: 上田elaboration]	上田elaboration	探求テーマ「上田のシンボルの普及+若年層に対するアプローチ」

私が上田探検隊や自らの目で見てきた上田の魅力は、歴史的な建造物に身近に触れられるという点である。しかしながら、それに気づいている人は限りなく少なく思える。そんな上田市と地元の松本市を比較した時に、松本も上田と似た魅力を持ち合わせている。だが、松本に住んでいると頻繁に歴史に触れたくなる。それはなぜなのか考えた時に、松本城という圧倒的なシンボルの魅力に隠されていると考えた。もちろん天守閣があり、存在感が凄まじいことは大前提として、それだけで、地元の人々が訪れているとは思えない。では、観光客だけでなく地元市民も頻繁に訪れる理由は何か。調べれば一瞬で訳が分かった。それは、多種多様な四季折々のイベントである。春は夜桜会、光	2022-12-21
	8	[image: 上田探検隊　中間まとめ]	上田探検隊　中間まとめ	今回、西部地域、別所地域を探検してみて、上田市の未だ見ぬ魅力に気がつくことができた。今回のフィールドワークで、特に歴史的な文化財が多い印象であった。別所地域では、常楽寺、安楽寺をはじめとする、寺院が多く点在しており、高齢者を中心に多くの人たちが訪れていた印象であった。そんな中で、別所地域はもちろん、西部地域の歴史的な文化財に若者の興味を惹きつける工夫がもう少し必要かなと考えた。別所地域には若者も関心のある、スケートボードのお店があったり、温泉街もあるので、そこに来る目的と共に歴史に触れる機会があるかもしれない。ただ、多くの人が参加できるイベントなどの普及が必要かなと考える。西部地域の歴史的文化財に触れるためには、どうすればいいのかもさらに考えていきたい。	2022-11-03
	9	[image: 焚火　SKATE STORE]	焚火　SKATE STORE	北向観音堂から別所温泉駅に下って行く途中に見つけた、スケートボードの専門店。内装はかなり新しく、今月の1日にオープンしたとのこと。若者に人気のあるスケートボードのお店が、別所温泉にあるとは思いもよらず、吸い込まれるように立ち寄った。別所地域で温泉や寺院だけでなくこうした新しい魅力にも気づけて貴重な時間になった。スケートボードに興味のある人はもちろん、興味がない人も行ってみると新しい発見ができるかもしれない。	2022-10-30
	10	[image: 山本宣治記念碑]	山本宣治記念碑	安楽寺から、北向観音堂に向かう途中にあった山本宣治の記念碑。
そこには３つ石碑があり、一つには人間を信じる心と彫られていた。
その言葉は上田自由大学の講師であった、タカクラテルが残したものであった。彼はかつて、農民運動・民主主義と社会進歩の運動に指導的役割を果たしていたという。別所三楽寺に訪れた時には、この記念碑に立ち止まってみてほしい。	2022-10-30
	11	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	別所温泉にある北向観音堂に訪れた。
常楽寺、安楽寺に比べて、多くの人が訪れていた。
入り口までには、出店が立ち並び、厄除まんじゅうというご当地のお土産が多く売られていた。赤い傘の下に椅子が置いてあり、目を引かれた。
本堂の前ではお経を読んでいる人達がいた。おみくじも引ける北向観音堂にぜひ一度訪れてみてほしい。	2022-10-30
	12	[image: 安楽寺]	安楽寺	別所温泉駅から徒歩10分程度のところにある安楽寺に訪れた。
鎌倉時代中期には鎌倉北条氏の外護により禅寺として栄えた曹洞宗のお寺。門までの杉並木に圧倒されたと同時に、二つの池もまた風情を感じた。常楽寺に続き、別所三楽寺の一つである安楽寺にもぜひ訪れてほしい。	2022-10-30
	13	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から、徒歩5分程度のところにある上田市の指定文化財である常楽寺に行ってきた。茅葺き屋根が特徴的で、常楽寺に向かうまでの石階段がかなり、足腰にきた。門構えも立派で引き込まれた。別所三楽寺の一つとして多くの信仰をあつめている常楽寺にぜひ一度訪れてみてほしい。	2022-10-30
	14	[image: 上田城　二の丸跡]	上田城　二の丸跡	上田探検の西部地域の最終地点は、上田城の二の丸跡である。上田市に来たら訪れない人はいないのではないだろうか。第一次、第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城。大河ドラマ真田丸でも有名なこの地に、容易にアクセスできることは、非常に貴重なことであると再認した。	2022-10-21
	15	[image: 山極勝三郎　生家跡]	山極勝三郎　生家跡	世界で最初の人口ガンの成功者である、山極勝三郎博士誕生の地の写真。車や、自転車で通っていても気づかないのではないだろうかと思うような場所にあった。
説明の看板を読んでいると、いかに山極勝三郎博士が素晴らしい方であったのかわかった。ドイツのソフィー賞を受賞していたのは初耳であった。長野県民として誇らしい気持ちになった。	2022-10-21
	16	[image: 向源寺]	向源寺	旧北国街道を、歩いているときに見つけたお寺である。名前は向源寺という名前で、中に入ると2体の像が建っており、入り口の案内板に、浄土真宗のお寺と書かれていた。ひっそりとしたところにあるが、入ってみると立派でかつ落ち着いた雰囲気が漂っている。歩いていたからこそ、今まで気づかなかった場所に行けて良かった。	2022-10-21
	17	[image: MICHIQSA]	MICHIQSA	丸山邸を探索中に声をかけられ、たまたま見つけた植物園MICHIQSA。
サボテンが多く展示されており、他にもマミラリアなどが展示されていた。店内は黒を基調とした落ち着いた雰囲気で、心が清らかな気持ちに自然となった。店主の方も気さくな方でアットホームな雰囲気でもあった。	2022-10-21
	18	[image: 丸山邸]	丸山邸	非常に風情のある建物で、窓が吹き抜けになっていたり、かなり開放的な印象を受けた。簾のようなものや、瓦屋根など、歴史を感じるものがあった。映画るろうに剣心などの撮影にも使われていたとのこと。上田市の中でも、あまり踏み入れたことのない地区だったので、丸山邸があることを知れてよかった。	2022-10-21
	19	[image: 母校の写真]	母校の写真	文化祭の後夜祭の時に撮った母校の写真です。	2022-10-13
	20	[image: 竜ヶ沢ダム]	竜ヶ沢ダム	上田市武石地域にある竜ヶ沢ダムです。緑がとても綺麗でした。紅葉した景色も見に行きたいです。※写真は10月に撮影	2022-10-13
	21	[image: 草津アカデミー2022コンサートを聴く#1]	草津アカデミー2022コンサートを聴く#1	「草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル」を今年も聴きに行きました。今回は第42回、テーマは「ロッシーニ生誕230年～その時代のヨーロッパ」。
はあ、そうですか。
→草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル
聴きに行ったのは8/26(金)のプログラム「カリーン・アダム ヴァイオリン ・リサイタル　フランク＆コルンゴルトのソナタ」です。
草津でアルプホルンの演奏。まるでスイスのごとく。ホテルの送迎もあり。リゾート気分で温泉ばかりでなくコンサートまで堪能できるプチ贅沢の催しにもなっています。

＜曲目と演奏者＞
曲目
(1)コルンゴルト：ヴァイオリン・ソナタ ト長調 作品6
　K.アダム(Vn)、岡田博美(Pf)
(2)ベートーヴェン：セレナード 二長調 作品25
　K-H.シュッツ(Fl)、K.アダム(Vn)、般若佳子(Va)
	2022-08-27
	22	[image: マルチメディア通信とは]	マルチメディア通信とは	　マルチメディア通信とはデジタル化された文字（ハイパーテキストという）や静止画、音声、動画などを全部まとめて扱う通信システムのことを言う。
　例で言えば会議で使うことの多いZoomや配信アプリYoutubeやミルダムなどが当たる。
従来のメディアと違い音声や動画機能が全てまとまっているため一種のマルチメディア完成形と言えるかもしれない。
　詳しいことが知りたい方は以下のURLへ!
https://edit.roaster.co.jp/business/3846/#index_id2	2022-07-28
	23	[image: 前川ゼミ／藤本蚕業の史料を手にする2022/05/23]	前川ゼミ／藤本蚕業の史料を手にする2022/05/23	前川ゼミの藤本蚕業プロジェクト。前回5/12の視察に続き、この日5/23は、藤本蚕業歴史館の所蔵史料を手にして、史料がどのようなものなのか、学生たちから見てどのように関心を持ちうる情報源となるのかを検証しました。

全く予備知識なく初めて触れる「史料」。しかもランダムに選択。それぞれ手にした史料が何物かを物語ってきました。学生Ａ君はそこに記された金額。その時代背景と貨幣価値、そこで行われている取引の活動が垣間見えてきました。学生Ｂ君は生命保険の記録。学生Ｃ君は「奄美大島支場」と記された史料。なぜ蚕種の会社が遠く離れた奄美大島に支場があるのか。

難しいどころか、タイムカプセルから出てきた数十年前の世界が今目の前にいきなり現れてきたという感じです。	2022-06-05
	24	[image: 新憲法とポツダム宣言]	新憲法とポツダム宣言	この記事ではこれまでの明治憲法を否定し、新しい日本国憲法を肯定してどのようなメリットがあるかを詳しく解説している。終戦を迎えてから2年後に刊行された記事であるが、国民にはあまり定着していなかったことがよく分かる。


『西塩田時報「戦後」』第5号（1947年5月20日）2頁より	2022-02-14
	25	[image: 六十里越街道を歩く]	六十里越街道を歩く	　2004年5月「六十里越街道を記録する会」矢野光夫氏一行と残雪の六十里越街道を歩きました。

　国道112号線の月山沢トンネル左手に作業道があり、この付近より旧街道が残っている。ここから手前はダムに水没しているので、街道の跡が現存しているのは椿沢が実質の起点になっていると言えよう。この道を５００ｍほど登ると一本木茶屋跡がある。	2022-02-03
	26	[image: 新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)]	新憲法とポツダム宣言(『西塩田青年団報』第5号(1947年5月20日)2頁)	明治憲法(大日本帝国憲法)が改正されたのは、憲法をポツダム宣言に沿う内容にしなくてはならなかったからだと主張している記事。改正後の憲法がポツダム宣言に準じているということを、実際にそれぞれの条文を比べることで示している。

日本を愛する人民として、新憲法とポツダム宣言は理解しておくべきだという主張が、当時の政治への意欲を表しているように感じた。	2022-01-27
	27	[image: 進捗報告]	進捗報告	上田のゲームを作っているという話ですが、一応ゲームのシステムだけはできあがりました！


ゲームの流れ

開始前
職種(販売、作成、行政、労働)・スタートの駅を決める
資金1万からスタート
↓
(1周目以外スタート時にイベント)
↓
行きたい駅にいったり、働いたり制限時間内に自由に行動できる
(駅は実際の時間に比例
働くのは1回につき持ち時間の25％消費)
この時に、街にあるクエストみたいなのを町民から受けられる
(何があるかはランダム
受けたら完了・放棄するまで消えないが1周で交換される)
このクエストを完了していくと評価が上がって一定以上でその地区の駅を占領出来る
↓
エンド、次の人

職種
販売→物を仕入れて売る職業
物の売り買いに長けているため、物を買う時にその時の値段の10分の1の数値の割引をされる
(	2022-01-26
	28	[image: 菅平へ]	菅平へ	上田から菅平に行きたいのならば、この交差点を左折して国道406号に乗ることで行くことができる。
この道をずっと行くと、途中で以前紹介した菅平ダムの横を通り過ぎる。
また、右折をすると鳥居峠やなかざわを通る、嬬恋方面の道になっている。	2022-01-24
	29	[image: ポツダム宣言を味読せよ(『西塩田時報』第4号(1947年4月20日)1頁)]	ポツダム宣言を味読せよ(『西塩田時報』第4号(1947年4月20日)1頁)	日本が受諾したポツダム宣言は、連合国側からの一方的に押し付けではなく、日本の将来を考えて行われた最高の要請であると述べられている。
また、これに則って制定された日本国憲法の「すべて国民は健康で文化的な最低生活を営む権利を有する」という部分に対し、現状の生活ではそれを達成できていないと述べられている。その中で、自分たちの役目を果たすだけではなく、自ら行動していかなければならないという強い意志を感じることができる。

▼この記事は以下から参照できます。
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁	2021-12-14
	30	[image: これはなんでしょう？]	これはなんでしょう？	このつぶつぶは何でしょう。
なにやらとても艶がある...
誰かが麦チョコでも落としたのでしょうか？

正解は鹿さんのうんち。
まーたうんちです。
上田には二ホンジカがたくさん生息しているので、彼らのでしょうか。
自然の多い山道では、しばしばシカを含め野生動物が出没する。
走っていてもお構いなしに道路を横断することも。
暗い時間帯は特に気を付けて、事故の無いように。	2021-12-01
	31	[image: 菅平ダム]	菅平ダム	上田の降水量が少ないために、昭和41年から昭和43年にかけて建設されたダム。
菅平発電所もともに建設された。
あまり水が貯まっているようには見えなかったが、降水量が少ないからなのだろうか。
長野県公式HPによると、5月初旬ごろに満水になり、放流も運用開始から10数回程度しかしていないそう。
全国でもまれな利水ダムということで、発電や灌漑に使われている。	2021-12-01
	32	[image: ダム湖]	ダム湖	長野県東御市和にある金原ダムです。とても標高が高く景色もきれいでした。	2021-05-25
	33	[image: ライトアップも！アジサイが美しい正善寺ダム]	ライトアップも！アジサイが美しい正善寺ダム	場所：新潟県上越市大字正善寺
人口増加によって水不足になるのを防ぐため、１９７０年代から建設が考えられ２００３年に竣工された新潟県営の多目的ダム。
５０００株ものアジサイが植えられ、６，７月の梅雨の時期には様々な色のアジサイが咲き、絶景です。夜にはライトアップもされ、違った雰囲気も楽しむことができます。
無料の駐車場もあるため多くの人がゆっくりアジサイやダムを観光していきます。
アジサイの見ごろが梅雨であるため、急な降雨に備えて傘を持っていくといいです。	2020-08-04
	34	[image: 昭和のため池「沢山池」]	昭和のため池「沢山池」	「ため池百選」に選ばれた「塩田平のため池群」の中でも最大のため池が沢山（さやま）池です。沢山池はため池群の中では群を抜いて新しく、1938年の竣工です。

ため池の多くは江戸時代以来のものです。その中にあって昭和という時代には、問題をより根本的に解決する対策として地域の最上流にダム湖を作り、大容量の用水を蓄えることができるようになりました。このため池が現在も使われていることも感動的です。この時期、田んぼの収穫も済んで農閑期に入ります。その間、ため池は池干しをするようです。沢山湖の湖底がむき出しになった風景は私も初めて見ました。

このような大規模なため池が果たす効果も大きい一方で、維持管理などの問題もあるようです。湖の底に泥が溜まり続け、その浚渫に多額の費用がかかるようです。その昔	2020-07-30
	35	[image: 人里離れた陸の孤島]	人里離れた陸の孤島	愛知県豊根村富山地区。旧富山村。

かつては日本一人口が少ないミニ村として存在しました。

隣町とも距離が離れ、佐久間ダム湖の対岸は静岡県という秘境中の秘境です。

北欧のフィヨルドにも見えてきたり来なかったり？

一度訪れてみてはいかがでしょう。	2020-06-04
	36	[image: 内村ダム河川公園へ行く途中の道]	内村ダム河川公園へ行く途中の道	大きな山々に囲まれている上田の秘境の地
この鹿教湯の秘境の地に来て僕は思う。
松本と上田を繋ぐ三才山トンネルを繋ぐ国道254号線の脇道からこの場所に行くことができますがあまり有名ではないせいか人がほとんどおらず、秘境の地といえます。	2020-05-26
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